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　議員による道外行政調査は４年に１度実施してお

り、今回は１０月２２日から２６日にかけて、９名の

議員が九州地方の４市町の行政調査を行い、第４回定

例会において報告がなされました。

（掲載内容は報告書を要約したものです）

　

鹿児島県肝
きもつきぐん

属郡南
みなみおおすみちょう

大隅町

人　口　７，３０８人

世帯数　４，０１２世帯

面　積　２１３．５７ｋ㎡

九州本島最南端に位置する農業と水産業の町で、平成

１７年３月に根占町・佐多町が合併して誕生しました。

人口減少率と高齢化率が非常に高く、そのため空き家が

増加したことから、様々な対策を行っています。

■
空
き
家
対
策
の
概
要　
　
　

　

町
内
に
不
動
産
業
者
が
い
な
い

こ
と
か
ら
、
町
が
空
き
家
の
情
報

集
約
・
発
信
を
行
う
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
を
平
成
22
年
に
開
始
し
、

所
有
す
る
空
き
家
の
賃
貸
ま
た
は

売
買
を
希
望
す
る
空
き
家
バ
ン
ク

登
録
者
と
移
住
等
希
望
者
の
間
の

連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
※
条
件
交
渉
や
契
約
に
つ
い
て

は
当
事
者
間
で
行
い
町
は
関
与
し

て
い
な
い
）

　

ま
た
平
成
28
年
度
に
は
町
内
に

あ
る
１
２
７
６
棟
の
空
き
家
の
調

査
を
実
施
し
、
状
態
に
応
じ
て
Ａ

～
Ｅ
ま
で
の
５
段
階
に
ラ
ン
ク
付

け
を
行
い
ま
し
た
。

（
※
Ａ
ラ
ン
ク
・
補
修
が
少
な
く

て
居
住
可
～
Ｅ
ラ
ン
ク
・
倒
壊
で

他
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
あ

り
）

●
空
家
等
環
境
整
備
事
業

　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
条

件
に
、
空
き
家
に
残
っ
て
い
る
家

財
道
具
の
処
分
費
用
を
５
万
円
を

上
限
と
し
て
全
額
助
成
す
る
。

●
空
家
等
解
体
撤
去
事
業

　

建
築
後
10
年
以
上
経
過
し
、
１

年
以
上
空
き
家
の
住
宅
の
解
体
工

事
で
、
事
業
費
が
30
万
円
以
上
の

工
事
を
対
象
と
し
、
事
業
費
の

30
％
以
内
で
30
万
円
を
上
限
に
助

成
す
る
。

（
※
住
宅
に
付
随
す
る
倉
庫
、
車

庫
な
ど
も
対
象
）　
　

南大隅町の取り組みについて説明を受ける

■
定
住
・
移
住
対
策
の
概
要

　

移
住
を
希
望
す
る
人
や
、
既
に

住
ん
で
い
る
町
民
が
長
く
定
住
す

る
た
め
、
住
宅
に
関
す
る
各
種
助

成
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住

を
増
や
す
た
め
に
各
種
子
育
て
支

援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
定
住
促
進
住
宅
取
得
資
金
補

　

助
金

・
新
築
・
購
入

　

町
外
か
ら
転
入
し
10
年
以
上
居

住
す
る
こ
と
が
確
実
な
70
歳
未
満

の
人
で
、
新
築
ま
た
は
中
古
住
宅

を
購
入
す
る
際
に
、
契
約
額
の

10
％
以
内
で
１
０
０
万
円
を
上
限

に
助
成
す
る
。

（
※
新
築
の
際
に
建
設
業
者
が
町

外
業
者
の
場
合
は
上
限
は
30
万

円
）

　

な
お
、
住
宅
を
新
築
・
購
入
す

る
地
域
や
移
住
者
の
家
族
構
成
、

年
齢
に
応
じ
て
助
成
額
へ
の
加
算

金
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

13

・
改
修

　

賃
貸
希
望
者
が
確
実
に
い
る
空

き
家
を
改
修
す
る
際
に
、
空
き

家
の
所
有
者
に
対
し
て
事
業
費
の

50
％
以
内
で
25
万
円
を
上
限
に
助

成
す
る
。

（
※
改
修
業
者
は
町
内
業
者
に
限

る
）
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●
移
住
・
定
住
促
進
家
賃
補
助
金

　

町
内
の
賃
貸
住
宅
に
居
住
す
る

転
入
者
に
対
し
、
入
居
月
か
ら
１

年
間
、
毎
月
の
契
約
家
賃
か
ら
住

宅
手
当
等
を
差
し
引
い
た
額
の

50
％
以
内
で
、
月
額
２
万
円
を
上

限
に
助
成
す
る
。

●
住
み
続
け
る
住
宅
助
成
事
業

　

既
存
の
住
民
の
住
宅
改
修
に
対

し
、
事
業
費
の
15
％
以
内
で
25
万

円
を
上
限
に
助
成
す
る
。

　

な
お
、
改
修
を
す
る
の
が
子
育

て
世
帯
の
場
合
は
、
事
業
費
の

20
％
以
内
で
、
30
万
円
を
上
限
に

助
成
す
る
。

●
移
住
・
定
住
視
察
旅
費
補
助
金

　

南
大
隅
町
へ
の
移
住
・
定
住
を

真
に
希
望
す
る
町
外
者
が
、
町
内

の
宿
泊
施
設
を
利
用
し
、
町
の
現

状
を
視
察
・
確
認
す
る
た
め
の
旅

費
に
つ
い
て
、
往
復
の
交
通
費
と

宿
泊
料
の
50
％
、
５
万
円
を
上
限

に
助
成
す
る
。

●
子
育
て
支
援
特
別
手
当
交
付

　

事
業

　

子
供
の
誕
生
を
祝
い
、
健
や
か

な
成
長
を
促
す
た
め
、
第
１
子
に

５
万
円
、
第
２
子
に
10
万
円
、
第

３
子
に
は
４
歳
ま
で
毎
年
10
万
円

（
総
額
50
万
円
）、
第
４
子
以
降
に

は
４
歳
ま
で
毎
年
20
万
円
（
総
額

　

１
０
０
万
円
）
を
支
給
す
る
。

●
保
育
料
軽
減
事
業

　

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
第
１
子
と
第
２
子
の
保
育
料

を
半
額
助
成
し
、
第
３
子
以
降
に

つ
い
て
は
全
額
を
助
成
す
る
。

●
給
食
費
軽
減
事
業

　

町
立
の
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中

学
校
に
通
う
児
童
生
徒
の
給
食
費

を
軽
減
し
、
自
己
負
担
額
を
一
律

で
月
額
１
千
円
と
す
る
。

■
調
査
を
終
え
て
の
所
感

　

南
大
隅
町
が
様
々
な
支
援
事
業

を
行
っ
て
い
る
現
状
に
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

温
暖
な
鹿
児
島
県
で
の
対
策
が

一
概
に
本
町
で
も
有
効
か
は
別
と

し
て
、
空
き
家
の
情
報
発
信
や
移

住
・
定
住
の
た
め
の
施
策
及
び
情

報
発
信
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
み

る
価
値
は
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

宮崎県児
こゆぐん

湯郡都
つのちょう

農町

人　口　１０，１６９人

世帯数　４，００３世帯

面　積　１０２．１１ｋ㎡

宮崎県のほぼ中央部に位置し、お互いの町にトーヨータイヤのテスト

コースがあることから交流が始まり、平成２６年には経済交流協定を

交わし、互いの町のイベントに出店するなどつながりの深い町です。

■
道
の
駅
「
つ
の
」
オ
ー
プ
ン

　

に
至
っ
た
経
緯

　

都
農
町
で
は
２
０
２
０
年
に
町

政
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
①
中
心
市
街
地
活
性
化
、
②

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
充
実

強
化
、
③
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
の
３
つ
を
柱
に
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
衰
退
し
て
い
る
中

心
商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
、
に

ぎ
わ
い
創
出
の
拠
点
と
し
て
、
地

域
の
農
・
畜
・
水
産
物
や
加
工
品
、

工
芸
品
な
ど
の
販
売
を
行
う
、
道

の
駅
を
、
県
内
で
も
有
名
な
一
之

宮
都
農
神
社
と
一
体
化
し
た
形
で

平
成
25
年
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
道
の
駅
を
中
心
に
、
特
産

品
で
あ
る
都
農
ワ
イ
ン
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
か
ら
都
農
駅
ま
で
を
広
く
活

用
し
、
「
町
外
か
ら
人
を
呼
び
込

み
、
町
内
に
滞
在
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
外
貨
を
稼
ぐ
」
シ
ス
テ
ム

作
り
を
進
め
て
お
り
、
道
の
駅
の

成
功
は
都
農
町
の
成
功
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
と
言
う
ほ
ど
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
年
間
の
来
場
者
数

１
０
０
万
人
、
売
り
上
げ
10
億
円

を
目
標
に
、
更
な
る
魅
力
ア
ッ
プ
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の
た
め
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
、

参
加
体
験
型
施
設
や
防
災
拠
点
と

し
て
の
機
能
の
充
実
、
新
た
な
特

産
品
の
開
発
を
行
う
そ
う
で
す
。

地元の特産品が数多く並ぶ物産館

■
道
の
駅
「
つ
の
」
の
概
要
及

　

び
運
営
状
況

　

道
の
駅
は
国
道
10
号
線
沿
に
面

し
て
お
り
、
近
く
に
は
高
速
道
路

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
る
な

ど
交
通
ア
ク
セ
ス
に
優
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
大
都
市
で
あ
る
宮
崎
市
・

延
岡
市
か
ら
車
で
１
時
間
の
距
離

に
あ
り
、
県
内
で
由
緒
あ
る
一
之

宮
都
農
神
社
の
隣
接
地
に
建
設
し

た
こ
と
で
、
町
外
か
ら
多
く
の
人

が
立
ち
寄
る
立
地
条
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
開
設
後
の
来
場
者
数

と
売
上
は
年
々
右
肩
上
が
り
で
伸

び
て
お
り
、
平
成
29
年
度
に
は
年

間
の
来
場
者
数
が
68
万
５
６
０
０

人
、
売
上
が
11
億
７
８
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
※
売
上
高
の
内
、
店
頭
販
売
の

売
上
は
４
億
４
千
万
円
、
残
り
の

７
億
４
千
万
円
は
都
農
町
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
の
売
上
）

好立地に整備された道の駅「つの」
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■
調
査
を
終
え
て
の
所
感

　

道
の
駅
「
つ
の
」
の
好
調
な
運

営
は
、
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
の
土

地
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
整
備
を
進
め
た
こ
と
が
大
き
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　

本
町
に
も
道
の
駅
「
サ
ロ
マ
湖
・

物
産
館
み
の
り
」
が
あ
り
ま
す
が
、

道
の
駅
「
つ
の
」
と
は
立
地
条
件

や
気
候
風
土
、
生
活
環
境
の
違
い

が
あ
る
こ
と
や
、
総
務
省
の
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
の
規
制
等
も
あ

る
中
、
今
ま
で
に
も
増
し
て
本
町

の
特
色
を
生
か
し
た
販
売
等
を
展

開
し
て
欲
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
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高度にシステム化されたハウス内を視察

■
次
世
代
施
設
園
芸
団
地
の
概
要

　

農
林
水
産
省
の
次
世
代
施
設
園

芸
導
入
加
速
支
援
事
業
と
し
て
整

備
さ
れ
た
全
国
に
10
拠
点
あ
る
う

ち
の
一
つ
。

　

ハ
ウ
ス
、
育
苗
施
設
、
集
出
荷

施
設
が
一
体
的
に
整
備
さ
れ
、
そ

れ
ら
の
施
設
に
は
高
度
な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し

た
「
統
合
型
施
設
園
芸
生
産
支
援

シ
ス
テ
ム
」
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、

ピ
ー
マ
ン
と
キ
ュ
ウ
リ
の
育
苗
か

ら
出
荷
ま
で
を
一
体
的
に
行
い
、

10
ａ
当
た
り
の
収
量
が
一
般
的
な

農
家
の
約
１
・
５
倍
に
な
る
こ
と

を
目
標
に
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。　

■
次
世
代
施
設
園
芸
団
地
の
運
営

　

施
設
園
芸
団
地
の
事
業
主
体
は

Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
の
ほ
か
、
農
業
以

外
の
企
業
も
含
む
12
団
体
で
構
成

さ
れ
た
「
宮
崎
中
央
地
域
次
世
代

施
設
園
芸
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
で

●
施
設
概
要

・
平
成
27
年
７
月
13
日
竣
工

・
総
事
業
費

14
億
４
３
０
０
万
円

・
設
置
施
設

　

①
低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ
ウ
ス　

　
　
　
　

50
ａ
７
棟　
　

３
・
５
ha

            

30
ａ
２
棟　
　

０
・
６
ha

　

②
種
苗
供
給
施
設　
　

０
・
７
ha

　

③
集
出
荷
施
設　
　
　

０
・
４
ha

●
道
の
駅
「
つ
の
」
施
設
概
要

・
平
成
25
年
７
月
31
日
開
設

・
総
工
費　
　
　

９
億
８
千
万
円

・
敷
地
面
積　
　

２
１
０
０
４
㎡

●
運
営
会
社

　

道
の
駅
の
運
営
は
都
農
商
工

会
、
Ｊ
Ａ
尾
鈴
、
都
農
漁
協
の
３

者
が
出
資
す
る
「
㈱
都
農
ま
ち
お

こ
し
屋
」
と
い
う
、
全
国
で
も
珍

し
い
形
態
の
運
営
会
社
が
行
っ
て

い
ま
す
。

●
道
の
駅
「
つ
の
」
出
荷
者
協  

　

議
会

　

道
の
駅
に
商
品
を
納
入
し
て
い

る
、
都
農
町
と
隣
町
の
川
南
町

の
生
産
者
の
協
議
会
で
、
現
在
は

３
３
０
名
の
会
員
が
い
ま
す
。

　

道
の
駅
は
商
品
が
な
け
れ
ば
成

り
立
た
な
い
こ
と
か
ら
、
運
営
会

社
で
は
生
産
者
も
来
場
者
と
同
様

に
客
と
考
え
大
切
に
扱
っ
て
お

り
、
職
員
は
生
産
者
が
納
品
に
訪

れ
た
際
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
、
信
頼
関
係
を
作
る
こ
と

を
肝
に
銘
じ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

し
か
し
会
員
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
た
め
、
今
後
は
生
産
者
自

身
で
の
納
品
が
出
来
な
く
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
商
品
の

集
配
シ
ス
テ
ム
の
検
討
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

・
設
置
施
設

　

①
物
産
館

　

②
観
光
交
流
会
館

　

③
公
衆
ト
イ
レ

　
　
　

男
性
用　
　
　
　
　

13
基

　
　
　

女
性
用　
　
　
　
　

10
基

　
　
　

身
障
者
用　
　
　
　

２
基

　

④
情
報
休
憩
コ
ー
ナ
ー

　

⑤
駐
車
場

　
　
　

大
型
車　
　
　
　
　

10
台

　
　
　

普
通
車　
　
　

１
３
５
台

　
　
　

身
障
者
用　
　
　
　

２
台

・
利
用
時
間

　

物
産
館

　
　
　
　

９ 

時 

～
18
時
（
通
年
）

　

フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　

10
時
半
～
18
時
（
通
年
）

宮崎県東
ひがしもろかたぐん

諸県郡国
くにとみちょう

富町

人　口　１８，８５９人

世帯数　７，６３８世帯

面　積　１３０．６３ｋ㎡

宮崎県中部に位置し、町役場のある本庄地区は江戸時代は天領

（幕府の直轄地）で、水運による物資の集積地として賑わいま

した。

現在は農業と先端産業の町となっています。

●
統
合
型
施
設
園
芸
生
産
支
援

　

シ
ス
テ
ム

　

園
芸
施
設
の
環
境
制
御
を
行
う

Ｕ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
（
※
ウ
エ
ッ
ク
ス
：
ユ

ビ
キ
タ
ス
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
）

を
核
に
、
多
収
栽
培
技
術
や
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
暖
房
機
等
に
よ
る
コ

ス
ト
削
減
、
栽
培
管
理
履
歴
・
育

成
デ
ー
タ
を
取
り
込
ん
だ
高
度
生

産
管
理
シ
ス
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ

た
も
の
。

●
新
規
就
農
研
修
事
業

　

研
修
圃
場
に
14
棟
あ
る
ハ
ウ
ス

（
面
積
１
６
３
ａ
）
を
研
修
生
１

人
に
１
棟
持
た
せ
て
、
Ｊ
Ａ
の
重

点
作
物
で
あ
る
キ
ュ
ウ
リ
と
ミ
ニ

ト
マ
ト
の
栽
培
を
行
わ
せ
る
こ
と

で
、
自
主
性
・
責
任
感
を
養
っ
て

い
る
。

　

ま
た
ハ
ウ
ス
毎
の
収
量
、
販
売

実
績
、
費
用
等
が
デ
ー
タ
化
さ
れ

経
営
指
導
が
し
や
す
い
。

　

独
立
後
の
農
地
・
ハ
ウ
ス
・
機

械
等
の
斡
旋
支
援
や
各
種
補
助
事

業
の
情
報
提
供
、
活
用
指
導
も
行

わ
れ
て
い
る
。

■
調
査
を
終
え
て
の
所
感

　

本
町
と
は
農
業
環
境
は
違
う
も

の
の
、
冬
場
の
野
菜
供
給
は
こ
の

よ
う
な
施
設
が
あ
っ
て
補
え
る
も

の
で
、
消
費
者
に
と
っ
て
非
常
に

あ
り
が
た
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
進
歩
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
施
設
園
芸
等
が
、
積
雪
寒

冷
地
で
も
適
用
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

す
が
、
施
設
の
管
理
運
営
は
Ｊ
Ａ

宮
崎
中
央
の
子
会
社
で
、
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
構
成
メ
ン
バ
ー
で

も
あ
る
㈲
ジ
ェ
イ
エ
イ
フ
ァ
ー
ム

み
や
ざ
き
中
央
が
行
い
、
Ｊ
Ａ
の

担
い
手
育
成
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し

大
規
模
・
集
約
化
の
モ
デ
ル
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
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常
任
委
員
会
で
現
地
調
査
を
実
施

総
務
福
祉常

任
委
員
会

■
12
月
４
日

◎
所
管
事
務
調
査

　

①
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
寄
附
金

　

②
国
民
健
康
保
険
第
３
期
特
定

　
　

健
康
診
査
等
実
施
計
画

　

③
職
員
の
自
己
啓
発
休
業
に
関

　
　

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

④
遠
軽
地
区
広
域
組
合
の
共
同

　
　

処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び

　
　

規
約
の
変
更

　

⑤
業
務
継
続
計
画
の
策
定

　

⑥
高
齢
者
等
石
油
製
品
価
格
高

　
　

騰
対
策
助
成
事
業
（
福
祉
灯

　
　

油
）

　

⑦
漁
村
環
境
改
善
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　

の
処
分
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

そ
の
他

　

常
任
委
員
会
終
了
後
、
現
地
調

査
を
実
施
し
、
①
佐
呂
間
コ
ミ
セ

ン
、
②
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
③
佐

呂
間
保
育
所
、
④
高
齢
者
福
祉
住

宅
「
安
心
ハ
ウ
ス
２
」、
⑤
若
佐

コ
ミ
セ
ン
を
視
察
し
ま
し
た
。

①
佐
呂
間
コ
ミ
セ
ン

　

集
会
施
設
や
商
工
会
事
務
所
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
老

朽
化
が
進
ん
だ
た
め
施
設
内
部
の

大
規
模
改
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

②
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

　

昭
和
62
年
の
建
設
で
、
経
年
劣

化
に
よ
り
雨
漏
り
が
起
き
て
い
た

こ
と
か
ら
、
外
壁
の
改
修
及
び
屋

根
の
塗
装
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

改修された床や天井の状況を視察（佐呂間コミセン）

③
佐
呂
間
保
育
所

　

玄
関
や
テ
ラ
ス
な
ど
の
床
に
、

入
所
児
童
の
安
全
の
た
め
貼
ら
れ

て
い
た
ゴ
ム
チ
ッ
プ
タ
イ
ル
が
、

劣
化
し
た
こ
と
か
ら
張
替
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

④
高
齢
者
福
祉
住
宅
「
安
心
ハ
ウ

　

ス
２
」

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
高
齢
者
福

祉
住
宅
と
し
て
１
棟
６
戸
の
集
合

住
宅
が
、
小
田
医
院
の
跡
地
に
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

改修により真新しくなったバスターミナル

テラス側の張り替えたタイルを視察（佐呂間保育所）エアコンも完備した安心ハウス２の居室
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熊本県山
やまがし

鹿市

人　口　５２，３４５人

世帯数　２１，８０７世帯

面　積　２９９．６９ｋ㎡

熊本県北部に位置し、平成１７年１月に山鹿市・鹿北町・菊鹿

町・鹿本町・鹿央町が合併して誕生しました。

江戸時代から賑わう山鹿温泉や、国指定伝統的工芸品の山鹿灯

籠を用いた山鹿灯籠まつりが有名な、歴史と伝統のまちです。

■
や
ま
が
肝
い
り
ど
ん
（
結
婚

　

支
援
）
事
業
の
概
要

　

近
年
の
結
婚
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、
未
婚
化
・

晩
婚
化
が
進
み
少
子
高
齢
化
が
進

行
す
る
こ
と
か
ら
、
定
住
促
進
、

人
口
減
少
対
策
、
地
域
の
活
性
化

の
た
め
、
山
鹿
市
が
結
婚
相
談
・

支
援
活
動
を
行
う
「
や
ま
が
肝
い

り
ど
ん
」
事
業
が
平
成
23
年
６
月

か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

●
や
ま
が
肝
い
り
ど
ん
の
仕
組
み

　

「
肝
い
り
ど
ん
」
と
は
結
婚
を

希
望
す
る
男
女
の
出
会
い
を
取
り

持
つ
お
世
話
役
の
結
婚
サ
ポ
ー

タ
ー
の
こ
と
で
、
事
業
開
始
時
は

市
が
推
薦
し
た
５
名
と
、
公
募
で

選
ば
れ
た
７
名
の
12
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
先
に

活
動
し
て
い
た
「
肝
い
り
ど
ん
」

か
ら
ふ
さ
わ
し
い
人
物
が
推
薦
さ

れ
る
こ
と
で
人
数
が
増
え
、
17
名

（
※
平
均
年
齢
66
・
１
歳
）
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

「
肝
い
り
ど
ん
」
は
毎
月
連
絡

会
議
を
開
き
、
結
婚
希
望
登
録
を

し
た
人
を
ど
の
「
肝
い
り
ど
ん
」

が
担
当
す
る
か
決
定
し
、
担
当
す

る
希
望
者
と
面
談
を
し
て
信
頼
関

係
を
深
め
な
が
ら
相
談
や
支
援
を

行
い
、
連
絡
会
議
の
場
で
「
肝
い

り
ど
ん
」
同
士
で
条
件
な
ど
の
情

報
交
換
を
行
い
、
登
録
者
の
希
望

に
合
っ
た
お
見
合
い
を
設
定
し
ま

す
。

やまが肝いりどん事業について説明を受ける

■
調
査
を
終
え
て
の
所
感

　

「
肝
い
り
ど
ん
」
の
活
動
は
ほ

と
ん
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
負
担
も

多
い
が
、
こ
の
事
業
へ
の
山
鹿
市

の
熱
意
を
理
解
し
、
市
の
明
る
い

未
来
を
期
待
し
て
引
き
受
け
て
い

る
こ
と
で
、
事
業
は
成
功
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
町
で
も
「
さ
ろ
ま
ち
こ
ん
」

な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

成
婚
に
至
る
数
は
少
な
い
こ
と
か

ら
、
山
鹿
市
の
取
組
は
ヒ
ン
ト
に

出
来
る
も
の
が
有
る
の
で
は
と
考

え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。

●
事
業
の
効
果
と
課
題

　

結
婚
希
望
者
と
し
て
登
録
で
き

る
の
は
50
歳
未
満
の
男
女
で
、
山

鹿
市
に
居
住
し
て
い
る
か
、
結
婚

後
に
市
に
居
住
す
る
人
で
、
登
録

期
間
は
２
年
間
。
（
※
再
登
録
は

可
能
）

　

平
成
30
年
９
月
末
現
在
で
男
性

76
名
、
女
性
66
名
が
登
録
し
て
お

り
、
事
業
開
始
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
に
４
０
０
件
の
お
見
合
い
が

行
わ
れ
、
21
組
が
成
婚
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
中
に
は
登
録
し
た
だ
け

で
安
心
し
、
お
見
合
い
の
際
に
自

分
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い
な
ど
、

結
婚
に
消
極
的
な
人
が
い
る
こ
と

か
ら
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
婚
活

セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

催
し
、
異
性
へ
の
マ
ナ
ー
や
接
し

方
を
学
ぶ
こ
と
で
、
登
録
者
の
結

婚
へ
の
積
極
性
を
養
う
活
動
も

行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。


